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	2026年
	日貫公民館だより
	8月18日発行
	HINUI KOUMINKAN NEWS

	ばの種まき体験をしました！
	　8月6日（木）、日貫の食文化の一つである「東屋そば」を題材に、そばの種まき体験を行いました。当日は、小学生を含む地域の皆さん、大人・子ども合わせて約20名が参加しました。
	　当日は日差しが強く、蒸し暑い一日となりましたが、参加した皆さんは暑さにも負けず、一つひとつ丁寧にそばの種をまきました。小学生も大人に教えてもらいながら一生懸命作業し、みんなで汗を流しながら無事に種まきを終えることができました。
	　今回の活動は、日貫のふるさとの味の一つである「東屋そば」を通して、そばの種まきから収穫、そしてそばを打って食べるところまでを、みんなで体験する取り組みです。今回まいたそばは、秋に収穫し、冬には参加した皆さんでそばを打ち、味わう予定です。自分たちで育てたそばが、どんな味になるのか今から楽しみです。
	　この事業は、「おおなん学」を基本とした、保育所から高校までのふるさと教育の取り組みの一つとして実施しています。地域にある自然や文化、食などを実際に「見て・知って・体験する」ことを通して、ふるさと日貫への関心や愛着を育み、子どもたちがこれからの自分の生き方を考えるときに、「自分がしたいこと」「自分ができること」「自分がすべきこと」の選択肢の一つとして、ふるさとのことを思い出してもらえるような学びにつなげていきます。
	　まずは今回の「種まき」からスタートです。秋の収穫、そして冬のそば打ちまで、みんなでそばの成長を見守りながら、日貫の食文化を楽しみたいと思います。

	世代交流会をしました！
	　7月25日（土）、地域の皆さんが世代を超えて交流する「多世代交流会」を開催しました。
	　当日は、子ども連れのご家族がたくさん参加してくださり、会場は子どもたちの元気な声と笑顔でいっぱいになりました。みんなで楽しんだそうめん流しでは、流れてくるそうめんを一生懸命すくい、子どもも大人も一緒になって楽しみました。私（橋本）も子どもと一緒に参加させていただきました。めちゃ楽しかったです！
	　また、夏の風物詩であるスイカ割りも行いました。「もう少し右！」「そこそこ！」と、周りからの声援を受けながら、子どもたちは力いっぱい挑戦。スイカが割れると大きな歓声が上がり、楽しいひとときとなりました。
	　今回の交流会を開催するにあたり、そうめん流しやスイカ割りの準備、会場の設営など、たくさんの地域の皆さんにご協力いただきました。暑い中、準備から当日の運営までお力添えいただいた皆さんに、心より感謝申し上げます。
	　子どもたちにとっても、地域の大人の皆さんと一緒に遊び、楽しい時間を過ごすことができた一日となりました。これからも世代を超えて、みんなが気軽に集まり、笑顔になれる交流の場を大切にしていきたいと思います。
	「キエーロと地球温暖化のはなし」
	参加者募集中！


	会意見交換会を開催しました
	　生ごみを埋めるだけで、ほぼ全量が消えてしまう「キエーロ」について、実際の仕組みや使い方を学びながら、キエーロが地球温暖化の防止にどのようにつながるのかを楽しく学びます。
	　「キエーロって何だろう？」という方も大歓迎です。ご家族やお友達と一緒に、ぜひお気軽にお申し込み・ご参加ください。
	　申込みは8月21日（金）まで、先着15名様です。
	　皆さんのご参加をお待ちしています！
	　8月3日（月）、地域の皆さんと町議会議員の皆さんとの意見交換会を開催しました。当日は3名の議員の方にお越しいただき、日貫小学校のことや、これからの日貫の地域づくりについて、さまざまな意見が交わされました。
	　日貫小学校に関する話題をはじめ、地域の現状やこれからの地域のあり方など、参加された皆さんからは日頃感じていることや思っていることについて、たくさんの意見が出されました。議員の皆さんからも、それぞれの立場から話をしていただき、活発な意見交換となりました。
	　普段なかなか聞くことのできない地域の声を直接届けるとともに、議員の皆さんと顔を合わせて話をすることができ、大変有意義な時間となりました。
	　今回の意見交換会をきっかけに、地域のことをみんなで考え、これからの日貫をより良くしていくために、地域の声を大切にしながら、さまざまな活動につなげていきたいと思います。

	日貫公民館８月、９月の予定
	９／１６（水）３B体操
	9月カレンダー
	※公民館事業で写真を撮影し、公民館だよりで使用したり、ケーブルテレビ等の取材が入る場合がありますが、ご了承ください。



